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一
、
は
じ
め
に

平
安
期
以
降
に
平
仮
名
書
き
さ
れ
た
万
葉
歌
の
い
く
つ
か
に
古
い
万
葉
集
の

訓
み
の
留
ま
る
こ
と
が
、『
赤
人
集
』『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
い
っ
た
平
安
期
仮

名
文
献
の
本
文
研
究
を
通
じ
て
再
検
証
さ
れ
、
具
体
的
な
様
相
が
明
ら
か
と

な
っ
て
き
て
い
る（

１
）

。
そ
れ
に
伴
い
、
十
一
世
紀
を
遡
ら
な
い
現
存
古
写
本
と
八

世
紀
の
万
葉
集
と
の
間
を
繋
ぐ
資
料
と
し
て
、
平
安
期
の
平
仮
名
書
き
の
万
葉

歌
の
価
値
が
改
め
て
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
の
う
ち
、『
猿
丸
集
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
典
拠
で
あ
る
万
葉
集
本
文

と
の
異
同
が
目
立
つ
の
だ
が（

２
）

、
泉
紀
子
「『
猿
丸
集
』
考
―
『
万
葉
集
』
作
者

記
載
歌
群
に
つ
い
て
―（

３
）

」
は
、つ
と
に
、そ
う
し
た
異
同
は
誤
読
や
誤
写
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
猿
丸
集
本
文
に
は
現
在
の
『
万
葉
集
』
諸
訓
に
は

見
ら
れ
な
い
古
訓
や
古
態
の
残
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
猿

丸
集
の
本
文
に
つ
い
て
、
万
葉
集
の
古
写
本
に
残
る
訓
や
古
今
和
歌
六
帖
な
ど

他
の
平
仮
名
書
き
の
万
葉
歌
本
文
と
の
異
同
を
調
査
し
、
誤
読
や
誤
写
を
仮
定

せ
ず
に
、
そ
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
か
を
考
察
し
た
。
そ
の
中

猿
丸
集
所
収
の
万
葉
歌

 

新
沢　

典
子

で
気
づ
い
た
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

二
、
猿
丸
集
の
系
統

　『
猿
丸
集
』
は
、
万
葉
集
の
作
者
不
明
歌
・
作
者
判
明
歌
と
、
古
今
和
歌
集

の
よ
み
人
し
ら
ず
の
歌
か
ら
成
る
歌
集
で
あ
る
。『
猿
丸
集
』
と
し
て
成
立
し

た
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、「
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
の
猿
丸
歌
は
す

べ
て
こ
の
家
集
に
見
え
る
の
で
、『
三
十
六
人
撰
』
が
成
立
し
た
拾
遺
集
時
代

に
は
存
在
し
て
い
た
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
猿
丸
集
・
加
藤
幸
一
）
と
考
え

ら
れ
る
。

諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
配
列
と
詞
書
の
内
容
、
歌
の
出
入
り
か
ら
大
き

く
二
類
に
分
か
れ
る
。
以
下
、『
私
家
集
大
成
』
解
題
（
執
筆
・
犬
養
廉
）、『
新

編
私
家
集
大
成
』
解
題
（
執
筆
・
片
桐
洋
一（

４
）

）
の
記
述
を
参
考
に
、
諸
本
の
関

係
を
ま
と
め
る
。

Ⅰ
類
本
…
（
１
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
資
経
本
私
家
集
一
』
所
収
「
猿
丸
集
」

（
書
陵
部
甲
本
の
親
本
。『
新
編
私
家
集
大
成
』の
底
本
。
歌
数
は
五
二
首
）。

書
陵
部
甲
本
「
猿
丸
集
」（
五
一
〇
・
一
二
）（『
御
所
本
三
十
六
人
集
』〈
新

典
社
〉
に
影
印
。『
私
家
集
大
成
』
猿
丸
集
Ⅰ
の
底
本
）。

（
２
）
書
陵
部
乙
本
（
五
〇
六
・
八
）（
甲
本
の
第
四
〇
・
四
四
番
の
二

首
を
欠
く
。
歌
数
は
五
〇
首
）。
陽
明
文
庫
蔵
（
二
一
二
・
一
）（
３
）
冷

泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
八
』
所
収
の
宝
治
元
年
本
「
猿
丸
大
夫
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集
」（
書
陵
部
丁
本
の
親
本
）。
書
陵
部
丁
本
（
五
〇
一
・
一
一
六
）（
甲

本
の
第
二
〇
・
二
二
～
二
六
番
の
六
首
を
欠
き
、
重
出
二
首
を
含
む
。
歌

数
は
四
八
首
〈
実
質
四
六
首
〉）。（
４
）
書
陵
部
丙
本
（
五
一
一
・
二
）（
甲

本
の
第
二
・
四
〇
・
四
四
番
の
三
首
を
欠
く
。
歌
数
は
四
九
首
）。
西
本

願
寺
本
。
群
書
類
従
本
。
そ
の
他
、
伝
行
成
筆
「
猿
丸
集
切
」（
小
松
茂

美
『
古
筆
学
大
成
17
』・『
私
家
集
大
成
』
新
編
補
遺
〈
執
筆
者
：
片
桐
洋

一
〉
収
載
、
八
葉
一
七
首
）。

Ⅱ
類
本
…
「
出
て
ゆ
く
人
を
と
ゝ
め
む
か
た
も
な
し　

と
な
り
の
か
た
に
は
な

も
ひ
ぬ
か
な
」
の
歌
を
有
す
る
、
清
輔
本
に
よ
っ
て
校
合
さ
れ
た
本
。

（
１
）
書
陵
部
蔵
戊
本
（
五
〇
一
・
六
八
）、（
Ⅰ
類
甲
本
第
四
七
番
を
欠

き
、
右
の
一
首
を
含
む
。
歌
数
は
五
二
首
。『
私
家
集
大
成
』・『
新
編
私

家
集
大
成
』
猿
丸
大
夫
集
Ⅱ
の
底
本
）。

（
２
）
歌
仙
家
集
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
（
一
〇
・
六
八
．
戊
本
よ
り
第
九
・

一
一
・
二
二
～
三
一
・
三
九
・
四
〇
・
四
六
・
五
二
番
の
一
六
首
少
な
い
。

歌
数
は
三
七
首
）。

Ⅰ
類
本
の
詞
書
は
Ⅱ
類
本
に
比
し
て
増
幅
整
備
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
新
し
い

形
態
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
と
い
う
。
本
文
に
つ
い
て
は
、
細
か
な
異
同
は

複
数
あ
る
も
の
の
、
島
田
良
二
『〔
平
安
前
期
〕
私
家
集
の
研
究
』「
猿
丸
大
夫

集（
５
）

」、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』「
猿
丸
集
」（
加
藤
幸
一（

６
）

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

大
き
く
異
な
る
点
は
見
え
ず
、
同
じ
本
を
祖
と
す
る
同
系
統
の
も
の
と
考
え
て

よ
い
。

本
稿
で
は
、
Ⅰ
類
本
（
資
経
本（

７
）

）
を
本
文
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
Ⅱ
類
本

（
書
陵
部
蔵
五
〇
一
・
六
八（

８
）

）
を
参
照
し
て
、
出
典
た
る
万
葉
集
諸
写
本
に
残

る
漢
字
本
文
や
訓
と
の
異
同
を
整
理
し
て
い
く
。

三
、
成
立

　
万
葉
集
を
典
拠
と
す
る
歌
は
全
二
五
首
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
万
葉
集
に
お

い
て
作
者
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
歌
が
一
三
首
、
作
者
名
不
記
載
の
歌
が
一
二

首
で
あ
る
。
作
者
名
記
載
の
歌
一
三
首
に
つ
い
て
は
、
弓
削
皇
子
作
歌
三
首

（
⑧
１
４
６
７
、
②
１
２
２
、
②
１
２
０
）
の
他
、
高
市
黒
人
妻
（
③
２
８
１
）、

麻
田
陽
春
（
④
５
６
９
）、間
人
大
浦
（
③
２
９
０
）、石
川
老
夫
（
⑧
１
５
３
４
）、

丹
比
真
人
（
⑧
１
６
０
９
）、
田
部
櫟
子
（
④
４
９
５
）、
遣
新
羅
使
（
⑮
３
６

６
１
）、中
臣
宅
守
（
⑮
３
７
２
７
）、河
辺
宮
人
（
③
４
３
６
）、石
川
夫
人
（
②

１
５
４
）
が
各
一
首
と
、
作
者
の
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
。

典
拠
と
な
る
巻
に
つ
い
て
も
次
の
表
に
示
す
と
お
り
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
て
、

万
葉
集
か
ら
直
接
採
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
採
歌
の
方
針
を
見
定
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
作
者
記
載
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
人
麻
呂
関
係
歌
に
集
中
し
、
他
の
歌

人
に
よ
る
作
が
一
〇
首
の
み
で
あ
る
人
麿
集
や（

９
）

、
万
葉
集
巻
十
の
一
部
（
す
な

わ
ち
作
者
未
詳
歌
）
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
配
列
で
並
ぶ
赤
人
集
に
比
し
て
、
現

存
万
葉
集
と
の
関
係
性
が
見
え
に
く
い
集
で
あ
る
と
い
え
る
。　
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こ
の
よ
う
に
、
猿
丸
集
収
載
の
万
葉
歌
は
、
万
葉
集
に
お
い
て
作
者
が
記
載

さ
れ
て
い
る
歌
と
不
記
載
の
歌
の
数
と
が
、
お
お
よ
そ
半
々
を
占
め
る
の
だ
が
、

仮
に
一
つ
の
歌
集
を
編
む
と
い
う
意
図
の
下
、
万
葉
集
と
古
今
集
か
ら
歌
を
抽

出
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
猿
丸
集
収
載
の
古
今
集
歌
は
よ
み
人
知
ら
ず
の
歌
ば

か
り
な
の
で
あ
る
か
ら
、
万
葉
集
か
ら
も
作
者
名
の
な
い
歌
が
選
ば
れ
て
よ
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
当
初
よ
り
一
つ
の
歌
集
を
編

む
目
的
の
下
で
万
葉
集
と
古
今
集
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
採
集
し
た
と
い
う
よ
り

も
、
何
ら
か
の
形
で
存
し
た
万
葉
集
抄
と
古
今
集
の
よ
み
人
知
ら
ず
歌
の
集
と

が
一
緒
に
な
っ
て
、
猿
丸
集
の
名
が
冠
せ
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
猿
丸
集
収
載
の
万
葉
歌
本
文
に
関
し
て
は
、
猿
丸
集
成
立
の
一
応

の
下
限
と
さ
れ
る
拾
遺
集
成
立
の
頃
よ
り
も
幾
分
遡
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
な
く
、
万
葉
歌
と
古
今
集
よ

み
人
知
ら
ず
の
歌
と
が
合
わ
さ
っ
た
事
情
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
憶
測
を
重
ね

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
猿
丸
集
の
本
文
を
見
る
と
、
典
拠
と
な
っ

た
万
葉
集
（
あ
る
い
は
そ
の
抄
出
本
）
に
あ
っ
た
と
思
し
き
比
較
的
古
い
訓
を

残
す
場
合
が
存
す
。
次
に
そ
う
し
た
例
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
。

四
、
猿
丸
集
本
文
と
万
葉
集
・
非
仙
覚
本
の
訓

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
赤
人
集
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
い
っ
た
平

安
期
成
立
の
平
仮
名
書
き
の
万
葉
歌
集
に
万
葉
集
の
古
訓
点
の
残
る
こ
と
が
、

池
原
陽
斉
や
田
中
智
子
の
調
査
に
よ
っ
て
改
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。　
　

田
中
智
子
「
古
今
和
歌
六
帖
の
万
葉
歌
と
天
暦
古
点
」
に
よ
る
と（

（1
（

、
古
今
和

歌
六
帖
本
文
に
は
、
巻
四
・
七
一
一
番
歌
・
第
一
～
二
句
や
七
六
七
番
歌
・
第

二
句
な
ど
桂
本
独
自
の
特
異
な
訓
と
一
致
す
る
例
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
れ

ら
を
詳
し
く
見
る
と
、
古
今
和
歌
六
帖
と
桂
本
に
共
通
す
る
独
自
部
分
が
六
帖

の
題
に
一
致
す
る
な
ど
、
桂
本
の
訓
に
よ
る
古
今
六
帖
本
文
の
改
変
と
は
考
え

に
く
い
と
し
て
、

畢
竟
、『
古
今
六
帖
』
が
撰
集
資
料
と
し
た
『
万
葉
集
』
巻
四
は
、
十
世

紀
中
頃
に
行
わ
れ
た
『
万
葉
集
』
訓
読
作
業
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
、
仮
名

書
き
の
訓
を
有
す
る
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。

と
結
論
す
る
。

一
方
、
赤
人
集
の
方
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
収
載
歌
の
配
列
な
ど
外
形

的
に
も
万
葉
集
巻
十
の
抄
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
だ
が
、
池
原
陽
斉

「『
萬
葉
集
』
伝
来
史
上
に
お
け
る
『
赤
人
集
』
の
位
置（

（1
（

」
に
よ
る
と
、
鎌
倉

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

巻
六

巻
七

巻
八

巻
九

巻
十

三
首

三
首

二
首

一
首

三
首

一
首

二
首

巻
十
一
巻
十
二
巻
十
三
巻
十
四
巻
十
五
巻
十
六
巻
十
七
巻
十
八
巻
十
九
巻
二
十

四
首

四
首

二
首
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期
の
僧
侶
・
仙
覚
の
校
訂
を
経
て
い
な
い
本
（
以
下
、「
非
仙
覚
本
」
と
す
る
）

の
う
ち
、
漢
字
本
文
か
ら
離
れ
た
特
徴
的
な
訓
が
赤
人
集
本
文
に
共
通
す
る
例

が
複
数
確
認
で
き
る
こ
と
に
加
え
て
、
万
葉
集
古
写
本
に
も
と
あ
っ
た
歌
が
載

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
赤
人
集
は
現
存
諸
本
よ
り
も
古
い
段
階
の
万
葉
集
か
ら
派

生
し
た
歌
集
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
猿
丸
集
に
関
し
て
、
非
仙
覚

本
の
訓
と
の
共
通
性
が
ど
の
程
度
見
ら
れ
る
か
を
確
認
し
た
い
。

猿
丸
集
本
文
は
、
現
存
す
る
万
葉
集
古
写
本
の
訓
と
、
部
分
的
に
異
同
は
見

え
る
も
の
の
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
異
な
っ
て
は
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
古
今
和
歌

六
帖
ほ
ど
に
は
漢
字
本
文
に
即
し
て
お
ら
ず
、
独
自
な
訓
み
が
目
立
つ
（
詳
し

く
は
後
掲
す
る
い
く
つ
か
の
例
を
参
照
さ
れ
た
い
）。　
　

注
意
さ
れ
る
の
は
、
漢
字
本
文
を
訓
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
が
、

部
分
的
に
で
は
あ
る
が
散
見
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
次
に
そ
の
う
ち
三
例
を

挙
げ
る（

（1
（

。

①
四
長
鳥 

居
名
山
響
尓 

行
水
乃 

名
耳
所
縁
之 

内
妻
波
母（
⑪
２
７
０
８
）

〔
一
云 

名
耳
所
縁
而 

恋
管
哉
将
在
〕

　
　

 

【
諸
本
・
第
三
句
訓
】
嘉
・
古
・
廣
「
ゐ
な
や
ま
と
よ
み
」（
古
・
廣
は

カ
タ
カ
ナ
）、
類
「
ゐ
な
の
や
ま
と
よ
に
」。

【
猿
丸
集
・
第
三
句
】
Ⅰ
・
Ⅱ
六
「
ゐ
な
山
ゆ
す
り
」

②
椋
橋
乃 

山
乎
高
可 

夜
隠
尓 

出
来
月
乃 

光
乏
寸
（
③
２
９
０
）　

【
諸
本
・
第
三
句
訓
】
類
「
よ
が
く
れ
て
」、
紀
・
廣
「
ヨ
ガ
ク
レ
ニ
」。

【
猿
丸
集
・
第
三
句
】
Ⅰ
八
「
よ
を
こ
め
て
」・
Ⅱ
八
「
夜
こ
も
ゝ
に
」

③
朝
日
影 

尓
保
敝
流
山
尓 

照
月
乃 

不
猒
君
乎 

山
越
尓
置
手（
④
４
９
５
）

　
　

 

【
諸
本
・
第
四
句
訓
】
元
・
金
・
類
「
あ
か
ざ
る
き
み
を
」、
紀
・
細
「
ア

カ
レ
ヌ
キ
ミ
ヲ
」。

　
　

 

【
猿
丸
集
・
第
四
句
】
Ⅰ
一
四
「
よ
そ
な
る
き
み
を
」・
Ⅱ
一
二
「
い
と

は
ぬ
君
を
」。

右
の
う
ち
、
第
二
例
を
見
る
と
、
第
三
句
の
「
夜
隠
尓
」
を
万
葉
集
諸
写
本

が
「
よ
が
く
れ
（
に
／
て
）」
と
訓
む
一
方
で
、
猿
丸
集
Ⅰ
類
本
に
は
「
よ
を

こ
め
て
」
と
あ
る
。「
隠
」
を
「
こ
む
（
籠
）」
と
訓
む
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

第
三
例
の
第
四
句
「
不
猒
君
乎
」
の
動
詞
「
猒
」
を
万
葉
集
諸
写
本
は
「
あ
く
」

と
訓
む
が
、
猿
丸
集
Ⅱ
類
本
は
「
い
と
ふ
」
と
す
る
。
猿
丸
集
本
文
は
万
葉
集

の
現
存
古
写
本
と
は
別
に
漢
字
本
文
を
訓
ん
だ
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

次
の
例
な
ど
も
、同
様
で
あ
る
。
第
四
句
の
一
文
字
目
「
其
（
鳴
音
乎
）」
は
、

万
葉
集
諸
本
で
は
「
そ
の
」
と
訓
ま
れ
る
。
猿
丸
集
は
「
し
か
」
と
す
る
。

霍
公
鳥 

無
流
国
尓
毛 

去
而
師
香 

其
鳴
音
乎 

聞
者
辛
苦
母

（
⑧
１
４
６
７
、
弓
削
皇
子
）

【
諸
本
・
第
四
句
訓
】
類
・
紀
・
廣
「
そ
の
な
く
こ
ゑ
を
」

【
猿
丸
集
・
第
四
句
】
Ⅰ
四
「
し
か
な
く
こ
ゑ
を
」

次
の
例
は
、
非
仙
覚
本
に
は
訓
自
体
が
な
く
、
古
今
和
歌
六
帖
で
も
第
三
句



―179―

は
漢
字
が
そ
の
ま
ま
本
文
を
成
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
猿
丸
集
で
は
第
三
句
を

「
な
か
ひ
さ
し
」
と
訓
ん
で
い
る
。

梓
弓 
弓
束
巻
易 

中
見
刺 

更
雖
引 

君
之
随
意
（
⑪
２
８
３
０
）　

　
　

 

【
諸
本
・
第
三
句
訓
】
非
仙
覚
本
訓
な
し
。

　
　

 

【
六
帖
⑤
８
９
８
】
あ
づ
さ
ゆ
み
ゆ
づ
か
ま
き
か
へ
中
見
刺
さ
ら
に
ひ
く

と
も
君
が
ま
に
ま
に（

（1
（

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅰ
２
９
】
あ
づ
さ
ゆ
み
ゆ
づ
か
あ
ら
た
め
な
か
ひ
さ
し
ひ
か
ず

も
ひ
き
も
き
み
が
ま
に
ま
に

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅱ
２
８
】
あ
づ
さ
弓
ゆ
づ
る
あ
し
た
め
な
か
ひ
さ
し
ひ
か
ず
も

ひ
き
も
お
の
が
ま
に

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
す
る
と
、
猿
丸
集
本
文
が
現
存
万
葉
集
の
訓
を
直
接
の

典
拠
と
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
次
に
引
く
よ
う
に
、
古
今
和
歌
六
帖

本
文
か
ら
の
影
響
も
看
取
さ
れ
な
い
。

大
船
之 

泊
流
登
麻
里
能 

絶
多
日
二 

物
念
痩
奴 

人
能
児
故
尓

（
②
１
２
２
、
弓
削
皇
子
）

　
　

 

【
六
帖
⑤
４
７
８
】
お
ほ
ぶ
ね
の
と
ま
る
と
ま
り
の
た
ゆ
た
ひ
に
も
の
思

ひ
や
せ
ぬ
人
の
こ
ゆ
へ
に

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅰ
２
３
】
お
ほ
ぶ
ね
の
い
づ
る
と
ま
り
の
た
ゆ
た
ひ
に
も
の
お

も
ひ
わ
び
ぬ
人
の
こ
ゆ
へ
に

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅱ
２
６
】
お
ほ
船
の
ま
つ
が
と
な
り
に
も
ゆ
る
ひ
の
物
お
も
ひ

わ
び
ぬ
ひ
と
も
と
ゆ
へ
に

人
言
之 

繁
比
日 

玉
有
者 

手
尓
巻
以
而 

不
恋
有
益
雄

（
③
４
３
６
、
河
辺
宮
人
）

　
　

 

【
六
帖
⑤
６
６
１
】
ひ
と
ご
と
の
し
げ
き
こ
の
ご
ろ
玉
な
ら
ば
て
に
ま
き

も
ち
て
こ
ひ
ざ
ら
ま
し
を

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅰ
２
４
】
人
ご
と
の
し
げ
き
こ
の
ご
ろ
た
ま
な
ら
ば
て
に
ま
き

つ
け
て
こ
ひ
ず
ぞ
あ
ら
ま
し

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅱ
２
７
】
ひ
と
ご
と
の
し
げ
き
こ
の
比
た
ま
な
ら
ば
て
に
ま
き

つ
け
て
恋
ず
ぞ
あ
ら
ま
し

古
今
和
歌
六
帖
本
文
が
万
葉
集
の
漢
字
本
文
か
ら
大
き
く
隔
た
ら
な
い
の
に

対
し
て
、
猿
丸
集
に
は
、「
痩
」
を
「
や
す
（
痩
）」
で
な
く
「
わ
ぶ
（
侘
）」

と
す
る
よ
う
な
、
漢
字
の
義
よ
り
も
一
首
と
し
て
の
意
味
を
重
視
し
た
本
文
が

目
立
つ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、小
川
靖
彦
「
萬
葉
集
古
訓
の
詩
法
―
文
学
史
・

文
化
史
の
な
か
の
天
暦
古
点
―（

（1
（

」
の
い
う
よ
う
に
、
広
く
平
安
期
の
訓
み
に
見

ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
当
時
に
あ
っ
て
は
あ
り
得
べ
き
訓
み
方
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
万
葉
集
本
文
か
ら
離
れ
た
猿
丸
集
本
文
の
中
に
は
、
他

の
テ
キ
ス
ト
に
残
る
万
葉
歌
と
共
通
す
る
例
が
あ
り
、
猿
丸
集
が
万
葉
集
を
好

き
勝
手
に
訓
ん
だ
（
あ
る
い
は
訓
ん
だ
も
の
を
も
と
と
す
る
）
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
何
ら
か
の
典
拠
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
そ
う
し
た
例
を

見
て
ゆ
こ
う
。
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五
、
歌
経
標
式
の
万
葉
歌
と
の
一
致

猿
丸
集
は
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
残
る
万
葉
歌
と
共
通
す
る
の
か
。

次
の
万
葉
歌
は
、
歌
経
標
式
、
赤
人
集
、
猿
丸
集
に
収
載
さ
れ
る（

（1
（

。

梓
弓 

引
津
邊
有 
莫
告
藻
之 

花
咲
及
二 

不
会
君
毳
（
⑩
１
９
３
０
）

　
　

 

【
赤
人
集
Ⅱ
９
２
】
あ
づ
さ
ゆ
み
ひ
き
つ
べ
き
よ
や
な
つ
く
さ
の
は
な
さ

く
ま
で
に
あ
は
ぬ
き
み
哉

　
　

 

【
歌
経
標
式
２
２
】
阿
豆
佐
由
美
（
あ
づ
さ
ゆ
み
）
比
岐
都
能
倍
那
留
（
ひ

き
つ
の
べ
な
る
）
那
能
利
蘇
母
（
な
の
り
そ
も
）
婆

那
婆
佐
倶
麻
弖
（
は
な
は
さ
く
ま
で
）
伊
母
阿
婆
奴

可
母
（
い
も
あ
は
ぬ
か
も（

（1
（

）　　
　
（
当
麻
大
夫
）

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅰ
１
６
】
あ
づ
さ
弓
ひ
き
つ
の
は
な
か
な
の
り
そ
の
は
な
さ
く

ま
で
と
い
も
に
あ
は
ぬ
か
も

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅱ
１
４
】
梓
弓
ひ
き
つ
の
へ
な
る
な
の
り
そ
の
は
な
さ
く
ま
で

に
い
も
に
あ
は
ぬ
か
も

各
本
文
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
赤
人
集
第
四
句
以
下
は
万
葉
集
の
漢
字
本
文

に
即
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
猿
丸
集
は
「
君
」
を
「
い
も
」
と
し
、
第
四

句
と
第
五
句
の
語
順
が
入
れ
替
わ
る
点
で
そ
れ
ら
と
異
な
る
。「
君
」を「
い
も
」

と
訓
む
、
ま
た
そ
の
逆
な
ど
も
、
平
安
期
の
訓
み
に
お
い
て
は
決
し
て
珍
し
い

も
の
で
は
な
い
が
、
猿
丸
集
本
文
が
歌
経
標
式
本
文
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
点
が

注
意
さ
れ
る
。

六
、
異
伝
系
本
文
と
の
一
致

さ
て
、
猿
丸
集
に
は
、
異
伝
系
本
文
を
伴
う
万
葉
歌
の
場
合
、
異
伝
系
本
文

を
本
文
と
す
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
異
伝
を
伴
う
五
首
中

の
四
首
に
つ
い
て
、
猿
丸
集
で
は
本
文
で
は
な
く
異
伝
系
本
文
に
即
し
た
訓
が

本
文
を
成
し
て
い
る
。
次
に
そ
の
四
首
を
挙
げ
る
。

①
妹
門 

去
過
不
得
而 

草
結 

風
吹
解
勿 

又
将
顧
〔
一
云 

直
相
麻
弖
尓
〕

（
⑫
３
０
５
６
）

【
猿
丸
集
Ⅰ
５
】
い
も
が
か
ど
ゆ
き
す
ぎ
か
ね
て
草
む
す
ぶ
か
ぜ
ふ
き　

と
く
な
あ
は
ん
日
ま
で
に

【
猿
丸
集
Ⅱ
５
】
い
も
が
門
ゆ
き
過
か
て
に
草
む
す
ぶ 

ぜ
吹
と
き
な
あ

は
ん
ひ
ま
で
に

②
四
長
鳥 

居
名
山
響
尓 

行
水
乃 

名
耳
所
縁
之 

内
妻
波
母

〔
一
云 

名
耳
所
縁
而 

恋
管
哉
将
在
〕（
⑪
２
７
０
８
）

【
猿
丸
集
Ⅰ
６
】
し
な
が
ど
り
ゐ
な
の
（
ミ
セ
ケ
チ
）
山
ゆ
す
り
ゆ
く
み

づ
の
な
の
み
よ
に
い
り
て
こ
ひ
わ
た
る
か
な

【
猿
丸
集
Ⅱ
６
】
し
な
が
ど
り
ゐ
な
山
ゆ
す
り
行
水
の
な
の
み
な
が
れ
て 

恋
わ
た
る
か
も
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③
梓
弓 

末
者
師
不
知 

雖
然 

真
坂
者
君
尓 

縁
西
物
乎
（
⑫
２
９
８
５
）	

一
本
歌
曰　

梓
弓 

末
乃
多
頭
吉
波 

雖
不
知 

心
者
君
尓 

因
之
物
乎	

	

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅰ
１
３
】
あ
づ
さ
ゆ
み
す
ゑ
の
た
づ
き
は
し
ら
ず
と
も
こ
こ
ろ

は
き
み
に
よ
り
に
け
る
か
な

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅱ
１
１
】
あ
づ
さ
弓
す
ゑ
の
た
づ
き
も
し
ら
ね
ど
も
心
は
君
に

よ
り
に
け
る
か
な

　
　

 

【
伊
勢
物
語
２
４
段
】
梓
弓
引
け
ど
引
か
ね
ど
昔
よ
り
心
は
君
に
よ
り
に

し
も
の
を

　
　

 

【
六
帖
⑤
８
９
５
】
あ
づ
さ
ゆ
み
す
ゑ
の
た
つ
き
は
し
ら
ね
ど
も
こ
こ
ろ

は
き
み
に
よ
り
に
し
物
を

④
可
是
能
牟
多 

与
世
久
流
奈
美
尓 

伊
射
里
須
流 

安
麻
乎
等
女
良
我 

毛
能

須
素
奴
礼
奴　

一
云　

安
麻
乃
乎
等
売
我 

毛
能
須
蘇
奴
礼
濃

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑮
３
６
１
１
）

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅰ
２
１
】
風
を
い
た
み
よ
せ
く
る
な
み
に
あ
さ
り
す
る
あ
ま
を

と
め
ご
が
も
の
す
そ
ぬ
れ
ぬ

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅱ
２
０
】
か
ぜ
を
い
た
み
よ
せ
く
る
浪
に
い
（
右
に
「
あ
」）
さ

り
す
る
あ
ま
お
と
め
ご
が
も
の
す
そ
ぬ
れ
ぬ

右
の
よ
う
に
、
万
葉
集
異
伝
系
本
文
が
平
安
期
の
仮
名
文
献
に
お
い
て
和
歌

本
文
を
成
す
例
は
、
猿
丸
集
の
他
に
、
伊
勢
物
語
や
人
麿
集
、
赤
人
集
、
古
今

和
歌
六
帖
、
家
持
集
に
も
見
ら
れ
る
。
一
見
、
大
し
た
問
題
で
な
さ
そ
う
だ
が
、

仙
覚
校
訂
以
前
の
万
葉
集
写
本
に
は
、
異
伝
部
分
に
訓
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
り
、
仮
名
文
献
の
中
に
異
伝
系
本
文
の
「
訓
」
が
残
る
と
い
う
の
は
、
典

拠
が
現
存
写
本
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
不
審
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い（

（1
（

。
も
ち
ろ
ん
、
猿
丸
集
や
他
の
仮
名
万
葉
の
集
が
、
万
葉
集
の
異
伝
注
記
部
分

か
ら
詞
句
を
採
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
か
か
る

傾
向
が
、
次
の
例
の
よ
う
に
、

草
陰
之 

荒
藺
之
埼
乃 

笠
嶋
乎 

見
乍
可
君
之 

山
道
超
良
無

〔
一
云　

三
坂
越
良
牟
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑫
３
１
９
２
）

　
　

 

【
家
持
集
Ⅱ
１
６
６
】
く
さ
か
げ
の
あ
さ
ゐ
の
ま
つ
の
か
け
し
ま
を
み

つ
ゝ
や
君
か
み
さ
か
こ
ゆ
ら
ん

　
　

 

【
六
帖
③
４
５
４
】
く
さ
か
げ
の
あ
ら
ゐ
が
さ
き
の
か
さ
し
ま
を
み
つ

つ
や
君
が
み
さ
か
こ
ゆ
ら
ん

猿
丸
集
の
み
な
ら
ず
、
赤
人
集
、
古
今
和
歌
六
帖
、
伊
勢
物
語
、
家
持
集
な
ど

に
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
平
安
中
期
あ
た
り
ま
で
に
、
い
ま
の

万
葉
集
と
本
文
に
出
入
り
の
あ
る
万
葉
集
抄
出
本
の
存
し
た
可
能
性
を
想
定
し

て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。
そ
う
し
た
万
葉
集
抄
出
本
の
一
部
が
、
猿
丸
集
の

前
半
部
を
成
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
猿
丸
集
に
も
ま
た
現
存
写
本
に
は
残
ら
な
い
古
い
万
葉
集
の

訓
み
の
残
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
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例
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
歌
の
第
五
句
は
万
葉
集
本
文
に
即
せ
ば
、「
や
ど
は
な
く
し
て
」
と
し

か
訓
め
ず
、
万
葉
集
諸
本
（
類
聚
古
集
・
紀
州
本
・
古
葉
略
類
聚
鈔
）
も
基
本

的
に
「
や
ど
は
な
く
し
て
」
と
す
る
（
但
し
、
廣
瀬
本
の
本
行
訓
は
「
ヒ
ト
ハ

ナ
ク
シ
テ
」）。
一
方
、
猿
丸
集
の
本
文
に
は
、
漢
字
本
文
と
か
け
離
れ
た
「
と

も
な
し
に
し
て
」
と
あ
る
。
猿
丸
集
本
文
と
同
じ
「
と
も
な
し
に
し
て
」
の
訓

は
、
他
に
、
廣
瀬
本
の
書
入
れ
（
本
行
訓
の
右
）
と
古
葉
略
類
聚
鈔
（
本
行
の

右
）
の
書
入
れ
に
も
見
ら
れ
る
。
廣
瀬
本
と
古
葉
略
類
聚
抄
の
書
入
れ
が
他
の

写
本
と
の
校
合
の
跡
を
示
す
の
だ
と
す
れ
ば
、
猿
丸
集
が
か
つ
て
あ
っ
た
万
葉

集
の
訓
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
よ
う（

（1
（

。

志
長
鳥 

居
名
野
乎
来
者 

有
間
山 

夕
霧
立 

宿
者
無
而

〔
一
本
云 

猪
名
乃
浦
廻
乎 

榜
来
者
〕　　
　
　
　
　

  　
（
⑦
１
１
４
０
）

【
諸
本
・
第
五
句
訓
】「
ヤ
ド
ハ
ナ
ク
シ
テ
」
…
古
右
に
「
ト
モ
ナ
シ
ニ

シ
テ
」
漢
字
の
左
に
「
ヒ
ト
ハ
ナ
ク
シ
テ
」、
廣
「
ヒ

ト
ハ
ナ
ク
シ
テ
」
訓
の
右
に
「
ト
モ
ナ
シ
ニ
」、
そ
の

左
に
「
或
ヤ
ド
ハ
」。
訓
の
左
に
「（
合
点
）
ヤ
（
ド

ハ
ナ
ク
シ
テ
）」

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅰ
２
７
】
し
な
が
ど
り
ゐ
な
の
を
ゆ
け
ば
あ
り
ま
山
ゆ
ふ
ぎ
り

た
ち
ぬ
と
も
な
し
に
し
て

　
　

 

【
猿
丸
集
Ⅱ
２
４
】
し
な
が
ど
り
ゐ
な
の
を
ゆ
け
ば
あ
り
ま
山
夕
霧
た
ち

て
友
な
し
に
し
て

　
　

 

【
古
今
集
１
１
１
９
】
し
な
が
と
り
ゐ
な
の
を
ゆ
け
ば
あ
り
ま
や
ま
ゆ
ふ

ぎ
り
た
ち
ぬ
あ
け
ぬ
こ
の
よ
は　

ひ
と
ま
ろ

（
筋
・
元
・
巻
の
み
。
巻
九
羈
旅
歌
四
〇
八
と
四
〇
九
の
間（

（2
（

）

　
　

 

【
六
帖
②
２
２
】
し
な
が
ど
り
ゐ
な
の
を
ゆ
け
ば
あ
り
ま
山
ゆ
き
ふ
り
し

き
て
あ
け
ぬ
こ
の
よ
は　

ひ
と
ま
ろ

ち
な
み
に
、
右
の
歌
は
、
古
今
和
歌
集
筋
切
本
・
元
永
本
・
唐
紙
巻
子
本
と

古
今
和
歌
六
帖
に
も
残
る
。
第
五
句
は
双
方
と
も
「
あ
け
ぬ
こ
の
よ
は
」
で
あ

り
、
古
今
六
帖
と
古
今
和
歌
集
の
一
部
写
本
に
残
る
本
文
と
は
典
拠
を
同
じ
く

す
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

で
は
、
廣
瀬
本
書
入
れ
と
猿
丸
集
本
文
が
一
致
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
。

廣
瀬
本
書
入
れ
の
性
格
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
廣
瀬
本
祖
本
と

定
家
依
拠
の
万
葉
集
と
の
本
文
の
近
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
実
際
に
右
の
歌

の
収
載
巻
で
あ
る
万
葉
集
巻
七
を
見
る
と
、
廣
瀬
本
の
本
行
訓
や
書
入
れ
が
定

家
著
の
歌
学
書
『
五
代
簡
要
』
に
残
る
本
文
と
一
致
す
る
場
合
が
見
え
、
廣
瀬

本
の
書
入
れ
と
定
家
に
伝
わ
っ
た
万
葉
集
本
文
（
あ
る
い
は
訓
）
と
の
近
さ
を

示
唆
す
る
。

大
海
尓 

嶋
毛
不
在
尓 

海
原 

絶
塔
浪
尓 

立
有
白
雲
（
⑦
１
０
８
９
）

　
　

 
【
諸
本
・
第
一
句
訓
】「
わ
た
つ
み
に
」
元
・
類
・
紀
・
廣
・
京
赭
／
「
ヲ

ホ
ウ
ミ
ニ
」
元
赭
・「
オ
ホ
ウ
ミ
」
廣
書
入
／
（
古

に
は
歌
自
体
ナ
シ
）
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【
諸
本
・
第
三
句
訓
】廣
書
入「
ウ
ナ
ハ
ラ
ノ
」・
五
代
簡
要「
う
な
は
ら
の
」

／
「
あ
ま
の
は
ら
」
元
・
類
・
紀
・
廣
・
京
赭

少
な
く
と
も
先
掲
の
万
葉
歌
（
⑦
１
１
４
０
）
に
つ
い
て
は
、猿
丸
集
本
文
は
、

廣
瀬
本
書
入
れ
に
共
通
す
る
わ
け
で
あ
り
、
漢
字
本
文
か
ら
離
れ
た
猿
丸
集
の

万
葉
歌
が
伝
承
の
結
果
生
じ
た
本
文
の
揺
れ
な
ど
と
い
う
も
の
で
な
く
、
廣
瀬

本
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
な
、
現
存
万
葉
集
諸
本
を
恐
ら
く
遡
る
散
逸
万

葉
集
抄
本
文
の
、
平
仮
名
書
き
で
は
あ
る
も
の
の
、
名
残
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
い
え
よ
う
。

七
、
お
わ
り
に

歌
数
が
少
な
く
、
推
測
の
域
を
出
る
こ
と
は
難
し
い
な
が
ら
、
如
上
の
傾
向

を
考
慮
す
る
と
、
人
麿
集
や
赤
人
集
、
古
今
和
歌
六
帖
に
残
る
平
安
期
に
平
仮

名
で
書
か
れ
た
万
葉
歌
や
、
万
葉
集
写
本
に
残
る
非
仙
覚
本
の
訓
な
ど
と
直
接

関
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
猿
丸
集
が
、
歌
経
標
式
や
伊
勢
物
語
収
載
の
万
葉

歌
の
も
と
と
な
っ
た
、
現
存
の
万
葉
集
古
写
本
に
は
残
ら
な
い
古
い
万
葉
集
の

訓
を
、
部
分
的
に
で
は
あ
っ
て
も
残
す
可
能
性
を
考
え
て
み
て
よ
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

注
（
１
）
池
原
陽
斉
「『
萬
葉
集
』
伝
来
史
上
に
お
け
る
『
赤
人
集
』
の
位
置
」（『
古
代

中
世
文
学
論
考
』
第
三
十
集
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）、
同
『
萬
葉
集
訓
読
の

資
料
と
方
法
』
笠
間
書
院
に
収
載
）。
田
中
智
子
「
古
今
和
歌
六
帖
の
万
葉
歌

と
天
暦
古
点
」（『
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

（
2
）
犬
養
廉
「
猿
丸
大
夫
と
そ
の
集
―
王
朝
古
歌
集
に
関
す
る
一
つ
の
試
論
―
」

（『
国
語
国
文
研
究
』
第
二
二
号
、
一
九
六
二
年
六
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
3
）
泉
紀
子
「『
猿
丸
集
』
考
―
『
万
葉
集
』
作
者
記
載
歌
群
に
つ
い
て
―
」（
片

桐
洋
一
編
『
王
朝
文
学
と
そ
の
系
譜
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
）。

（
4
）『
私
家
集
大
成
中
古
Ⅰ
』「
猿
丸
〔
書
籍
版
解
題
〕」（
執
筆
・
犬
養
廉
、明
治
書
院
）、

『
新
編
私
家
集
大
成
』「
猿
丸
〔
新
編
補
遺
〕」（
執
筆
・
片
桐
洋
一
、
古
典
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
）。

（
5
）
島
田
良
二
「
猿
丸
大
夫
集
」『〔
平
安
前
期
〕
私
家
集
の
研
究
』（
一
九
六
八
年
、

桜
楓
社
）。

（
6
）『
和
歌
文
学
大
辞
典
』「
猿
丸
集
」（
執
筆
・
加
藤
幸
一
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）。

（
7
）『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

資
経
本
私
家
集
一
』
所
収
「
猿
丸
集
」（
朝
日
新
聞
社
）

を
参
照
し
、
私
に
濁
点
を
付
し
た
（
以
下
、
他
の
テ
キ
ス
ト
の
仮
名
本
文
も

同
様
で
あ
る
）。

（
8
）
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
「
猿
丸
太
夫
集
」（
五
〇
一
・

六
八
）（https://shoryobu.kunaicho.go.jp

）
に
よ
る
。

（
9
）
歌
数
は
、
書
陵
部
蔵
「
柿
本
人
麿
集
」（
五
〇
一
・
二
九
五
）
を
底
本
と
す
る

『
和
歌
文
学
大
系 

人
麻
呂
集
・
赤
人
集
・
家
持
集
』
解
説
（
執
筆
・
阿
蘇
瑞
枝
、

明
治
書
院
）
に
よ
る
。 

（
10
）
田
中
智
子
前
掲
（
注
１
）
論
文
。

（
11
）
池
原
前
掲
（
注
１
）
論
文
。

（
12
）
万
葉
集
本
文
引
用
は
、『
万
葉
集
Ｃ
Ｄ
-
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』（
校
訂
：
木
下
正
俊
、

塙
書
房
）に
よ
る
。
写
本
の
名
は
以
下
の
略
号
で
示
し
た
。
元
・
元
暦
校
本
、金
・
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金
沢
本
、
類
・
類
聚
古
集
、
嘉
・
嘉
暦
伝
承
本
、
古
・
古
葉
略
類
聚
鈔
、
紀
・

紀
州
本
（
巻
十
ま
で
は
非
仙
覚
本
）、
細
・
細
井
本
（
巻
四
・
五
・
六
は
冷
泉

本
系
）。
な
お
、
京
赭
は
京
大
本
（
仙
覚
文
永
本
）
代
赭
書
入
れ
を
指
す
。

（
13
）古
今
和
歌
六
帖
の
歌
番
号
は『
図
書
寮
叢
刊
古
今
和
歌
六
帖 

上
巻
本
文
篇
』（
養

徳
社
）
に
、
本
文
引
用
は
、『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊 

古
今
和
謌
六
帖
』（
汲

古
書
院
）
に
よ
る
。

（
14
）
小
川
靖
彦
「
萬
葉
集
古
訓
の
詩
法
―
文
学
史
・
文
化
史
の
な
か
の
天
暦
古
点
―
」

（
鈴
木
日
出
男
編
『
こ
と
ば
が
拓
く
古
代
文
学
史
』
一
九
九
九
年
、
笠
間
書
院
。

後
に
「
天
暦
古
点
の
詩
法
」
と
し
て
『
萬
葉
学
史
の
研
究
』
お
う
ふ
う
に
収
載
）

（
15
）
古
今
和
歌
六
帖
は
第
四
句
以
下
が
「
い
づ
れ
の
う
ら
の
あ
ま
か
か
る
ら
ん
」
と
、

大
き
く
異
な
る
。

（
16
）
歌
経
標
式
本
文
引
用
は
、『
歌
経
標
式
―
影
印
と
注
釈
』（
沖
森
卓
也
・
平
沢

竜
介
・
矢
嶋
泉
・
佐
藤
信
著
、
お
う
ふ
う
）
に
よ
る
。

（
17
）
か
か
る
傾
向
は
、
平
安
期
に
流
布
し
た
「
万
葉
集
」
が
現
存
の
万
葉
集
と
異

な
る
本
文
を
含
ん
で
い
た
（
具
体
的
に
は
異
伝
系
本
文
を
本
文
と
す
る
集
が

あ
っ
た
）
可
能
性
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
古
今
和
歌
六
帖
と

万
葉
集
の
異
伝
」『
日
本
文
学
』
五
七
巻
一
号
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）。

（
18
）
池
原
陽
斉
「
平
安
時
代
中
期
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
伝
来
の
一
様
相
―
西
本

願
寺
本
『
赤
人
集
』
の
形
態
を
徴
証
と
し
て
―
」（『
上
代
文
学
』
第
一
一
四

号
、二
〇
一
五
年
四
月
。
後
に
「
西
本
願
寺
本
赤
人
集
の
成
立
」
の
題
で
『
萬

葉
集
訓
読
の
資
料
と
方
法
』
笠
間
書
院
に
収
載
）
は
、
西
本
願
寺
本
赤
人
集

の
形
態
な
ど
か
ら
、
十
世
紀
後
半
に
平
仮
名
別
提
訓
本
の
萬
葉
抄
本
が
存
し

た
と
推
定
す
る
。

（
19
）
廣
瀬
本
の
祖
本
や
校
合
本
の
本
文
や
訓
が
古
葉
略
類
聚
抄
に
取
り
込
ま
れ
て

い
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
古
葉
略
類
聚
鈔
の
本
文
と
訓
―
廣
瀬
本
と

の
比
較
を
通
し
て
」（『
万
葉
集
を
ヨ
ム
―
方
法
論
の
過
去
・
現
在
・
未
来
―
』

二
〇
一
九
年
、
笠
間
書
院
）
で
別
に
論
じ
た
。

（
20
）
古
今
集
本
文
引
用
は
、『
古
今
集
校
本
〔
新
装
ワ
イ
ド
版
〕』（
西
下
経
一
・
滝

沢
貞
夫
編
、
笠
間
書
院
）
に
よ
る
。

（
21
）
山
崎
福
之
「「
定
家
本
萬
葉
集
」
攷
一
」『
上
代
語
と
表
記
』（
西
宮
一
民
編
、

お
う
ふ
う
、二
〇
〇
〇
年
）、同
「「
定
家
本
萬
葉
集
」
攷 

二
―
冷
泉
家
本
『
五

代
簡
要
』
の
周
辺
―
」（『
上
代
文
学
』
第
八
九
号
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）。




